
大阪・関西万博に向けた

滋賀県の取組について
令和６年８月９日

滋賀県総合企画部 万博推進室

名称 2025年日本国際博覧会（略称：大阪・関西万博）

主催者 公益社団法人2025年日本国際博覧会協会

テーマ いのち輝く未来社会のデザイン

サブテーマ Saving Lives （いのちを救う）
Empowering Lives （いのちに力を与える）
Connecting Lives （いのちをつなぐ）

コンセプト People’s Living Lab （未来社会の実験場）

会場 大阪 夢洲（ゆめしま）（大阪市此花区）

開催期間 令和７年４月13日（日）～10月13日（月）：184日間

想定来場者数 2,820万人（うちインバウンド350万人）

開催概要

資料６



会期：2025年4月13日(日)～2025年10月13日(月)

滋賀県の出展テーマ

Mother Lake
～びわ湖とともに脈々と～

滋賀の人々が昔から琵琶湖のそばで続けてきたいとなみに触れ、

未来を創造してみませんか。

マ ザ ー レ イ ク

2025大阪･関西万博への参画

関西広域連合が設置する関西パビリオンの一区画に

滋賀県のブースを出展
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関西パビリオン

内部 関西
全体展示

滋賀県

万博会場を囲む海から水の流れを

さかのぼり びわ湖へ。

ショーへの期待が高まります。
季節・時間・天候等により

さまざまな姿を見せる七色の湖。

その美しさを体感いただきます。

うみ

「滋賀県ブース（仮称）」の出展

滋賀県のブース イメージ

水のつながりを軸として

滋賀特有の持続可能な暮らしを紹介

国内外からの万博来訪者を
滋賀へといざないます！！



関連イベントの開催
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①滋賀県デイ（仮称）【会場内】

実施期間 令和７年７月24日（木）

会 場 EXPOホール（1,900人規模の大催事場）

内 容 滋賀ゆかりのゲストや県内団体に出演いただき、
滋賀の魅力を伝えるステージイベントを実施

②滋賀県ウィーク（仮称）【会場内】

③滋賀県版EXPOミュージアム（仮称）

会期前から会期中にかけ、万博会場の内外で、さまざまなイベントを展開

歴史文化資源
伝統行事

体験型
イベント

見本市
企画展示

サービス
新商品開発

シンポジウム
フォーラム等

「滋賀県版EXPOミュージアム」
発信事業例

実施期間 会期前～会期中

会 場 滋賀県内の各地

内 容 滋賀県全体をミュージアムに見立てた特設Webサイトで、
県内イベントや資源等をを集約して一体的に発信
滋賀でしか出来ない体験の機会・魅力をPRして、
県内への誘客を促進する

実施期間 ①令和７年６月24日（火）～６月29日（日）

②令和７年８月27日（水）～９月１日（月）

会 場 関西パビリオン多目的エリア

内 容 滋賀を体感いただくワークショップや体験ブース等を出展

観光
スポット

EXPOホール･イメージ

滋賀県ウィーク･イメージ

イベントへの出演・出展団体は
夏以降に公募を実施！！
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子どもたちの招待
県内の子どもたちを万博会場へ招待します！

対 象 者 県内在住・在学の満４歳から高校生まで

内 容 ①学校等の教育旅行での来場 ②個人・家庭での来場 ③県企画ツアーでの来場

滋賀の将来を担う子どもたちに
心に残る体験の機会を提供

子どもたちによるアート作品の会場での発信や、万博をバーチャルで体験できるサイトなど、

会場に行けない子どもたちも万博に関わることができる取組を実施
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インバウンドに向けた文化観光を推進

体験・体感を中心としたインバウンド向けのツアーを造成・発信し
万博を契機とした海外からの誘客を進めます

➢ 文化資源の保存
・活用

➢ 文化資源の
魅力向上・発信

➢ インバウンド増加

観 光 文 化


